
ＪＲ東海労ニュース
№２６４４

２０２２年１月２１日
ＪＲ東海労働組合

下茂さん、西さん、出向取り消しを求め提訴！
裁判勝利に向け、総決起集会開催！
新幹線関西地本の下茂春美さん、西三喜夫さんは１月２０日、本人の同意を得ない

出向は、労働組合への破壊策動で不当労働行為だとして、会社を相手取り出向命令取

り消しを求め、大阪地裁に提訴しました。

同日、本部は、大阪市内で「本人の同意

なき出向反対！ 強制出向裁判勝利！総決

起集会」を開催しました。現在、下茂さん

は関西新幹線サービック、西さんはエムテ

ィーに出向しています。

集会には、組合員・ＯＢ、各地本からの

代表者のほか、ＪＲ西労中央本部小川副委

員長、同大阪新幹線運転所分会筒井分会

長、山田さん、高田さん、ＪＲ貨物労組近

畿支部阿久津副委員長が駆けつけました。また、ＪＲ総連および各単組から、メッセ

ージをいただきました。

木下委員長は「この間の闘いにより、会社が意図した組

織破壊をさせなかったことは、事実上の勝利である」と挨

拶しました。

闘いの報告として、２度の出向取り消しを勝ち取った大

阪運輸所分会前田分会長、今裁判プロジェクトの新幹線関

西地本小林特別執行委員、ＪＲ本体の復帰を勝ち取った本

部淵上特執より、それぞれ苦闘が紹介されました。原告の

決意表明では、下茂さん、西さんより、裁判闘争のみなら

ず、出向先でも共に闘う決意が語られました。

そして、各地本からの連帯挨拶、集会アピール採択の後、

本橋書記長のまとめ、木下委員長の団結ガンバローで集会

は成功裡に終了しました。


